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本報告書は、文部科学省の教育政策推進事業委託費によ

る委託事業として、【イデア熊本アジア学園】が実施した

令和6年度「専門職業人材の最新技能アップデートのため

の専修学校リカレント教育推進事業」の成果をとりまとめ

たものです。
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 （１）事業の趣旨・目的等について 

・地方においては、人口減少・アフターコロナの日本再生・地域再生の中核を担うのが観

光産業である。一方、観光産業は慢性的な人材不足に陥っており、その課題は低い労働

生産性と現場の IT スキル人材不足に挙げられる。既に労働力の供給では限界があり、

IT スキルのアップデートされた実務人材育成がその課題解決となりえる。 

・専門学校イデア IT カレッジ阿蘇(IICA)は、R４年 4 月に熊本県南阿蘇村に、IT と観光サ

ービスの人材を育成するために開校した。IICA では、企業と連携する「注文式教育」を導

入して、「IT ソリューション学科」「グローバル IT ビジネス学科」を設置し、観光業界への

IT 利活用人材を輩出していくことに取り組んでいる。 

・本事業では、①IT 利活用コース、②IT エンジニアコースの IT 活用リカレント教育プログ

ラムによって、既存従業員の知識・技能のアップデートを行い、観光業界で活躍する人材

を輩出していくと共に、企業・団体と密に連携した、専門学校の安定的・持続的なリカレン

ト教育のモデル・仕組みを構築する。 

 

 

（２）開発する講座の概要 

 ⅰ）名称 

観光業界の IT 活用リカレント教育モデル構築事業 

 

 ⅱ）講座に関する基本情報 

基本情報 内容・目標等 

対象とする職業・分野 

学習ターゲット、目指

すべき人材像 

①地域観光×IT 活用コース 

地域活性化や観光における IT 活用に関心があり、地域づくりや

他者との交流を通じて、新たな挑戦をしたいと考えている方。 

②AI キャリアアップコース 

個人事業主、フリーランス、一般企業勤務（業務効率化担当、副

業もしくは独立したいと考えている人） 

対象者のレベル（当

該プログラムの内容

に関する基礎知識の

有無） 

①地域観光×IT 活用コース 

IT のスキルは問わない。パソコンやスマートフォンを日常的に使

える。新しい技術やツールを学ぶことに抵抗がなく、柔軟な姿勢

を持っている方。 

②AI キャリアアップコース 

同上  

プログラム受講後に

想定される受講者の

キャリア・受講者が目

指す姿 

①IT 利活用コース：阿蘇での学びを活かして、自身の地域や仕

事で応用するスキルを身につけアウトプットができる。IT を活用

した地域の課題解決や、地域リーダーとしての活躍。 

②AI キャリアアップコース～個人事業主、フリーランス、一般企

業勤務（業務効率化担当、副業もしくは独立したいと考えている

人）で AI を活用して活躍する人材 
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開発するプログラム

の目標受講者数（１

期間あたり） 

①地域観光×IT 活用コース ：12 人  参加費：25,000 円 

②AI キャリアアップコース：40 人（一般参加費：49,800 円） 

開発するプログラム

の想定総授業時数 

①地域観光×IT 活用コース ：19.5 時間（FW9h＋講座・ゼミ 1.5h

×5 コマ＋課題発表 3h=19.5h） 

②AI キャリアアップコース：19.5 時間（1.5h/コマ×13 コマ=19.5h） 

開発するプログラム

の想定受講期間 

①地域観光×IT 活用コース ：2 ヶ月間（7 月～8月） 

②AI キャリアアップコース：3 か月間（10～12 月）  

ｅ-ラーニングの実施

の有無 

①地域観光×IT 活用コース ：あり（オンライン講座、アーカイブ

配信あり） 

②AI キャリアアップコース：あり（オンライン講座、アーカイブ配信

あり） 
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（３）具体的な取組 

ⅰ）計画の全体像 

【全体テーマ】 

「課題解決力×IT スキルで観光地域づくりを加速させる～地域観光リーダー育成塾」 

【企画概要】：九州・熊本の実例や、観光の現場に特化した AI・IT 活用スキルを学ぶこと

で、現場で役立つ人材になれる。九州や熊本のリアルな事例を学べる、アクティブ・ラー

ニングで確かな実務力が習得できる。また多様な同志・仲間と出会えるコミュニティ支援

の仕組みがある。 

 

【令和 5年度】 

① 観光 IT リカレント教育部会の開催 

本事業の進捗及び調査内容やリカレント教育のカリキュラム、シラバス開発に関する助

言の会議を開催した。 3 回  

② リカレント教育・企業ニーズ調査 

IT 利活用コース、IT エンジニアコースの事業者側のリカレント教育に関するニーズの実

態を把握した。 98 件  

③ リカレント教育・先行事例調査 

既にリカレント教育を実施している教育機関、行政機関、企業等について先行事例研究

を行い、その実態を把握した。 6 件  

 

④ リカレント教育・社会人の学び直し調査 

観光業界に関心が高い、転職・就職希望者にリカレント教育調査を行い、その実態を把

握した。 261 件  

⑤ IT 利活用コース、IT エンジニアコースのシラバスの開発、教材案の作成 

IT 利活用コース、IT エンジニアコースのリカレント教育の具体的なシラバスを開発した。 

シラバス 16 本 また、教材の案を一部作成した。 

⑥実施モデル検討項目の整理 

リカレント教育用の講座実施モデルのプロトタイプ構築及び次年度以降の実証授業の実

施に必要となる日程、時期、期間、実施形態を整理した。 

 

 

【令和 6年度】 

【1】講座のプログラム開発  

◎IT 利活用コース、IT エンジニアコースのシラバス・教材開発 

前年度開発した両コースのシラバスの修正と両コースの教材を開発する。 

・IT 利活用コース     3 科目群、8 科目 

・IT エンジニアコース   4 科目群、 8 科目  合計 16 科目 

※R6 年年 8月 29 日～11 月 14 日 実施済 
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【２】リカレント教育の広報と受講者募集 

R6 年度に開催する IT 利活用コースの団体・企業向けに HPやパンフレット等のツールを

作成し広報を行い、受講者を募集する。 

◎リカレント教育の情報発信 (6 科目分のダイジェスト動画) 

◎リカレント教育受講生募集の情報発信（HP 制作) 

◎募集告知WEB情報発信 (SNS・リスティング広告等のメディアミックス 15 本) 

◎募集告知用 広報物 (リーフレット A4 サイズ 1000 部) 

◎リカレント教育の情報発信 (リカレント事業全体紹介用動画)※5 分間程度、１本 

 

【３】リカレント教育 実証講座の実施 

◎社会人向けリカレント教育講座の実施 

IT 利活用コースについて、業界・事業者と連携してリカレント講座を開催する。 

全てを受講する本科生と部分を受講する聴講生枠をつくる。 

・IT 利活用コース  8 科目   

・本科生  12 人 ・聴講生（部分の受講者） 28 人  合計 40 人 

・IT エンジニアコースは、教材を開発し、次年度への周知につなげる。 

 

【4】リカレント教育 アンケート調査 

◎講座受講生アンケート調査 

本事業の IT 利活用コースを受講した本科生、聴講生について、受講した後のカリキュラ

ムの評価、授業の満足度、理解度をアンケート調査し、その分析を行い、次年度のシラ

バス、教材、授業の実施構成についての検証を行う。 

 ・受講生の参加アンケート 40 件  

◎企業・団体向けリカレント教育カリキュラム導入調査 

本事業の成果物が企業や団体の求める人材像とリカレント教育カリキュラム内容になっ

ているかを、企業・団体に対してヒアリング調査を行いながら本事業の広報活動を行う。 

※企業・団体ヒアリング調査・広報活動 15 件 実施済み 

 

【5】リカレント教育部会の開催 

本事業の進捗及びリカレント教育のカリキュラム、シラバス開発、及び講座実施に関する

助言の会議を開催する。 3 回 

※第 1回：R6 年 7 月 4 日/第 2 回目:R6 年 12 月 25 日/第 3 回：R7 年 2 月 19 日実施済

【6】「注文式教育的な企業提携の仕組み」と継続的連携組織 

専門学校と業界団体、企業等で、本事業の成果物が継続的に利活用されるために、「注

文式教育的な企業提携の仕組み」を導入する。 
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【R5 年度のまとめ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【R６年度のまとめ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R5年度
１．ニーズ調査
２．カリキュラム開発

地域観光×IT活⽤コース
ITエンジニアコースを想定

R６年度
２．カリキュラム開発
３．実証講座（無料開催）

地域観光×IT活⽤コースの無料開催
→コースのブラッシュアップ
ITエンジニアコースのカリキュラム開発
→AIの活⽤が急速にエンジニア以外にも広がっていく
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【令和 7年度】 

【１】２つのコースのシラバス、教材の修正 

受講生からのフィードバックを受けて、前年度開発した IT 利活用コースのシラバス及び

教材を修正する。また、昨今の急激な AI 活用を踏まえて、エンジニア向けの「IT エンジ

ニアコース」を大幅にリニュアルして、今年度新たに 「AI キャリアアップコース」としてシラ

バス・教材を開発する。 

①地域観光×IT 活用コース  

：19.5 時間（FW9h＋講座・ゼミ 1.5h×5 コマ＋課題発表 3h=19.5h） 

②AI キャリアアップコース（新規にリニュアル） 

：19.5 時間（1.5h/コマ×13 コマ=19.5h） 

 

【２】リカレント教育の広報と受講者募集 

・IT 利活用コース、AI キャリアアップコースの団体企業向けに HPやパンフレット等のツ

ールを活用し広報を行い、受講者を募集する。 

 

【３】リカレント教育 講座の実施 

IT 利活用コース、②AI キャリアアップコースについて、業界・事業者と連携してリカレント

講座を開催する。 

① 地域観光×IT 活用コース ：2 ヶ月間（7 月～8月） 12 人 

② AI キャリアアップコース   ：3 か月間（10～12 月） 40 人 

 

【４】観光 IT リカレント教育部会の開催 

本事業の進捗及びリカレント教育のカリキュラム、シラバス開発、講座実施に関する助言

の会議を開催する。 3 回 

 

【５】リカレント教育モデルセミナー開催 

本事業の成果物を全国的に情報発信していく手段として、「リカレント教育モデルセミナ

ー」を開催する。また、広報活動として AI 超初心者向けセミナー実施を行う。 

 ・公開セミナー開催：1 回、 AI 超初心者向けセミナー実施：1 回 

 

【６】 リカレント教育・受講生アンケート調査 

本事業の IT 利活用コースを受講した本科生、聴講生について、受講した後のカリキュラ

ムの評価、授業の満足度、理解度をアンケート調査し、その分析を行い、次年度のシラ

バス、教材、授業の実施構成についての検証をおこなう。 

 ・受講生の参加アンケート 24 件 

 

【７】「注文式教育的な企業提携の仕組み」と継続的連携組織 

専門学校と業界団体、企業等で、本事業の成果物が継続的に利活用されるために、「注

文式教育的な企業提携の仕組み」を導入する。 
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ⅱ）今年度の具体的活動 

○実施事項 

【1】リカレント教育 講座の実施 

【3】2 つのコースのシラバス、教材の確定 

実証事業として実施した。以下は各コースの概要と成果と課題 

 

（１）IT 利活用コース 

【全体テーマ】：「社会人向けスキルアップ講座 地域観光×IT 活用 実践プログラム」 

【企画概要】：地域の観光振興や課題解決に向けて「IT の実践的活用」を学び、自ら動

き、仲間とともに地域を変える人材を育てる実践型の教育プログラム。観光×IT をテーマ

に、現場の実務と地域の課題解決に直結するスキルを学ぶ全 8 日間構成。 「オンライン

講義 6 回＋1 泊 2 日 南阿蘇フィールドワーク」の実践型プログラムを柱とし、起業家・実

践者による特別講義、少人数制の専門ゼミ（久保/鈴木/廣瀬ゼミ）、南阿蘇での現地研

修を通して、現場性・即効性・継続性のあるアクション力を育成する。 

 

【対象者】 

○正規受講生：定員 12 名 

全日程参加（オンライン講義 6回+1泊 2日現地研修+実践型ゼミ）し、自分の地域での

アクションを具体的にカタチにしたい方。地域観光に関わりたい方、IT・AI を活用して地

域課題を解決したい方、人材・広報・マーケティングに課題を感じている方。 

○単発受講生：定員なし 

ゲスト講師の講座（第 2 回、第 3 回、第 5 回）のみ参加可能。観光×IT 活用に関する

最新の知見を広めたい方。 

 

【料金】 

正規受講生：25.000 円 (※現地研修の交通費、宿泊費、食費は実費) 

単発受講：ゲスト講師の講義 (第 2 回、3 回、5 回)は各回 3,000 円 

 

【構成】：① ゲスト講師による講義（3 回） ② 少人数制の実践型ゼミ（3 ゼミ：地域観光マ

ーケティング、インバウンド・人材、PR・SNS・メディア） ③ 南阿蘇での 1泊 2日現地研修

（フィールドワーク） ④ オリエンテーション・課題深掘り・最終レビューセッションを含めた

全 6回のオンライン講座と 1泊 2日の現地研修による全 8日間構成。  

 

【科目数】：全 7 科目（オンライン講義 6回＋現地研修 1回） 

 

【授業形式と時間】：計 19.5 時間 

オンライン講義：計 10.5 時間 (第 1回～第 5回：1.5 時間×5回 (7.5 時間)、第 6回：3 時

間×1回 (3 時間))・南阿蘇フィールドワーク：計 9時間 

【開催時期】：令和 7年 7月 17 日～8月 31 日（全 8 日間） 
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【実施結果】：地域活性化を担う人材育成を目的とした本講座は、オンライン講義と 1 泊 2

日の現地研修を組み合わせた実践的なカリキュラム構成で実施された。定員 12 名の参

加申込みがあり、実践型の少人数ゼミ形式を採用したことで、参加者からは「主体的に

取り組むきっかけとなった」「意見のやり取りができ、参画意欲が高まった」など、高い評

価を得た。 

また、ゲスト講師による最新トレンド講義の満足度も高く、「講師のお話が毎度、非常に勉

強になった」、「アーカイブ共有があり見返せて良かった」との声が寄せられた。ゼミでは

「講師の手厚いサポートが印象的」「それぞれの悩みに対し細かいアドバイスをいただけ

た」と、地域アクションの具体化に対する伴走支援が効果的だった。 

参加者のアンケートでは「来年もぜひ参加したい/参加したい」が 100%となり、プログラム

の質の高さを裏付けている。一方で、開催時期が 7 月・8 月だったため、宿泊事業者など

一部の受講生は 8 月の欠席が増加した。修了証書発行条件（FW 除く 2 回欠席まで）に

達したのは 9名で、次年度以降の開催時期については再検討が必要である。 

 

【受講者数】： 正規受講生 12 名 

※内、有料参加 9名、その他招待枠での受講。 

 

【受講証明書発行者数】：9 名 

 

【講座一覧】」 
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【講師一覧】 
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（２） AI キャリアアップコース 

【全体テーマ】：初心者歓迎！AI キャリアアップコース 

【企画概要】：生成 AI（ChatGPT, Claude, Gemini 等）の基礎知識から、業務効率化を目的

とした活用プロセス、および実務に必要なスキルを体系的に学ぶ教育プログラム。文部

科学省委託事業として、最新技能のアップデートを通じた生産性向上と DX推進人材の

育成を目的とする。急速な AI 技術の広がりを受け、期中にターゲットの再設定やカリキ

ュラム調整を柔軟に実施し、実務家講師が現場の生産性向上に直結する技を伝える。 

 

【対象者】 

AI 初心者。個人事業主、フリーランス、一般企業勤務（業務効率化担当、副業・独立検討

者）など。 

 

【料金】： 49,800 円（税込）  

 

【構成】：①生成 AI の基礎：活用の目的、主要ツールの仕組みとプロンプト技術 ②生成

AI の活用：議事録効率化、社内マニュアル作成、NotebookLM による教育資料作成 ③

事業企画とプレゼン：市場調査や分析・スライド生成等。 ④生成 AI×AI ライティング技

術：SEO 分析、キーワードリサーチ、AI 生成記事の編集技術 ⑤生成 AI×マーケティン

グ：事業企画案、競合調査、SNS 投稿・画像生成の実践 ⑥生成 AI×事務処理の自動

化：スプレッドシート連携、自動化ツールによる業務システム構築 

 

【科目数】：全 9 科目（6 つの科目群、全 13 回の講義で構成） 

 

【授業形式と時間】：計 19.5 時間 

全てオンライン（Zoom によるリアルタイム形式）で実施。1.5 時間（90 分）×13 回。  

 

【開催時期】：令和 7年 10 月 1 日〜12 月 24 日（募集期間：8 月〜9月） 

 

【実施結果】：実務への即効性を重視したアウトプット型カリキュラムとして遂行され、総合

満足度は約 87%に達した。受講前は「少し触った程度」が約 7割であったが、受講後は

95.7%が「AI を活用するスキル・自信が向上した」と回答した。 生産性向上の面では、受

講生の約 25.5%が月間 10 時間以上の業務削減を見込んでおり、年間 120 時間の工数

削減（約 15 営業日分）に相当する高い投資対効果（ROI）を創出した。また、受講を機に

社内で AI プロジェクトが立ち上がり、担当者に抜擢されるなどの具体的なキャリアアップ

事例も報告されている。 一方で、受講生間のリテラシー差により「進行が早い」との指摘

があった。今後は、難易度別のクラス分離、職種別のユースケース提示の強化など、より

パーソナライズされた指導の充実が課題として挙げられた。 

 

【受講者数】：計 85 名 (有料参加 29 名/その他招待)  
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【受講証明書発行者数】：43 名 

 

【講座一覧】  
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【講師一覧】 
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◎シラバス (IT 利活用コース) 

6 種：全体シラバス・久保ゼミ・鈴木ゼミ・廣瀬ゼミ・フィールドワーク 1日目・2 日目 
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◎シラバス (AI キャリアアップコース) 

13 種：各回 
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◎講座の実施・教材 (IT 利活用コース) 

 

【第 1 回】 講師：井手 修身 ・ ゼミ講師 (久保/鈴木/廣瀬) 

受講者数：12 名  

形式：リアルタイム配信 

日時：2025 年 7 月 17 日(木) 19:00〜20:30 

【科目名】オリエンテーション＋ゼミ始動キックオフ 

【概要】 

プログラムの開始にあたり、学長の井手氏より「地域で動くことの動機付けと重要性」に

ついて講義が行われた。単なる知識習得に留まらず、動くことで地域を変えていくという

本講座のスタンスを共有。後半は、廣瀬氏・鈴木氏を交えたゼミ概要説明と配属発表を

行い、ゼミ別の自己紹介（名前・所属・活動地域・参加動機）を実施した。参加者が 2回

目以降のプログラムに主体的に取り組めるよう、個々の課題感の洗い出しとゴール設定

を行い、前向きに学び合えるコミュニティの土台を築く始動回となった。 

 

 

【第 2 回】 講師：家本 賢太郎 

受講者数：13 名 

形式：リアルタイム配信 

日時：2025 年 7 月 24 日(木) 19:00〜20:30 

【科目名】まちの移動の、つぎの習慣をつくる 

〜シェアサイクルを通じたまちづくりへの貢献〜 

【概要】 

シェアサイクル『チャリチャリ』を運営する家本氏を招き、地域インフラ革新に挑む起業ス

トーリーと、既存の枠組みを突破して「新しい習慣」を定着させるための事業創造の手法

を、業界トップランナーの視点から解説。 「情報の透明性と熱量あるコミュニケーション」

が地域での実装を左右することを、福岡や熊本での具体事例を交えて解説した。受講生

からは、収益性と社会貢献を両立させる事業モデルや、行政・地場企業を巻き込むため

の合意形成の進め方について、自身の地域に照らし合わせた具体的な質問が相次い

だ。後半のゼミ別ワークでは、講義内容を自身の地域・組織にどう転用できるかを深掘り

し、規模感の異なる地方プレイヤーの視点で議論した。 
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【第 3 回】 講師：嶋田 俊平 

受講者数：13 名 

形式：リアルタイム配信 

日時：2025 年 8 月 1 日(金) 19:00〜20:30 

【科目名】滞在型・高付加価値型観光事業のつくり方 

〜株式会社さとゆめの挑戦〜 

【概要】 

分散型ホテル事業の実践者である嶋田氏より、地域資源を再定義し、高付加価値な観

光事業を確立するための 5つのポイントが公開された。「量から質へ」の転換や、宿泊を

軸とした滞在型モデルの構築プロセスを解説し、地域全体と連携して付加価値を高める

ことの重要性を強調した。ゼミ別ワークでは、参加者の視点から活かせる要素を振り返

り、自地域の魅力を再発見するための具体的な手法を共有。事業化の障壁となる「こん

なもん壁」の突破方法など、収益性と地域貢献を両立させる実践的な戦略プランの土台

を固める回となった。 
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【1 泊 2 日 現地研修】 講師：久保 尭之 ・ ゼミ講師(鈴木/廣瀬)  

受講者数：12 名 

形式：リアルタイム配信 

日時：2025 年 8 月 2 日(土) 13:00〜17:00 / 3 日(日) 9:00〜14:00 

【科目名】南阿蘇フィールドワーク＋対面ゼミ探求 

【概要】 

1 泊 2 日の行程で、南阿蘇村をフィールドに IT 活用の現場視察と対面ゼミを実施した。

南阿蘇観光局の久保氏による案内のもと、宿泊施設や観光コンテンツにおけるデジタル

活用の実態を視察。夜の懇親会を含めた対面での交流により、受講生同士の関係性が

一気に深まった。2 日目は、視察での気づきを自地域のプランに落とし込む「戦略プラン」

策定ワークを行い、講師陣から直接フィードバックを受けた。オンラインでは得られない現

場の熱量に触れることで、各自が抱える地域課題への解像度が向上し、最終発表に向

けたアクションプランの骨子が固まった。 

 

 
 

【第 4 回】 講師：ゼミ講師 (久保/鈴木/廣瀬) 

受講者数：12 名 

形式：リアルタイム配信 

日時：2025 年 8 月 7 日(木) 19:00〜20:30  

【科目名】課題深掘り&実装検討セッション 

【概要】 

現地研修での気づきを言語化し、各自のアクションプランへ反映させるための集中検討

セッション。各ゼミ講師による伴走のもと、プランの具体性と実装可能性を徹底的に磨き

上げた。久保ゼミでは商品開発と官民連携、鈴木ゼミでは外国人市場と人材育成、廣瀬

ゼミでは SNS と AI を活用した広報戦略など、個別の文脈に合わせた深掘りを実施。単
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なる構想で終わらせず、「誰が・いつ・何を動かすか」という実装レベルまでプランを昇華

させる、極めて密度の高い実務的な時間となった。 

 
 

【第 5 回】 講師：村山 慶輔 

受講者数：13 名 

形式：リアルタイム配信 

日時：2025 年 8 月 21 日(木) 19:00〜20:30  

【科目名】地域の魅力を“世界に届ける”方法 

〜インバウンド時代の観光マーケティングと IT 活用術〜 

【概要】 

株式会社やまとごころの村山氏を招き、インバウンドの最新潮流と IT を駆使した集客戦

略について講義が行われた。地域の「当たり前」を世界の「特別」に変える発想法や、

Google マップ・OTA・レビュー活用など、明日から着手できる 3 ステップの具体策を提示。

宿泊・飲食・体験それぞれの業種における「選ばれる 5視点」が語られた。受講生は、こ

れまでに練り上げたプランに「グローバルな視点」を掛け合わせ、最終的なブラッシュアッ

プを実施。世界から選ばれる地域になるための情報発信の重要性を再認識する回となっ

た。 
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【第 6 回】 講師：井手 修身 ・ ゼミ講師 (久保/鈴木/廣瀬) 

受講者数：12 名 

形式：リアルタイム配信 

日時：2025 年 8 月 31 日(日) 13:30〜16:30  

【科目名】 

最終レビュー&セッション 成果発表フィードバック 

【概要】 

プログラムの締めくくりとして、受講生が「明日からのアクション」を発表した。2 ヶ月間の

講義や現地研修での学びを凝縮し、自地域における滞在型・高付加価値型観光の推進

に向けた具体的な事業計画や IT 活用策を披露。各講師からは、プランの実効性を高め

るためのアドバイスや期待を込めたフィードバックが贈られた。最後は井手校長による総

括が行われ、修了後も互いに切磋琢磨し合える「ラーニングコミュニティ」としての継続的

な繋がりを確認。全プログラムを完遂し、受講生がそれぞれの現場で最初の一歩を踏み

出すための力強い締めくくりとなった。 
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◎講座の実施・教材 (AI キャリアアップコース) 

 

【第 1 回】 講師：村上 大輔 

受講者数：83 名 

形式：リアルタイム配信・アーカイブ配信 

日時：2025 年 10 月 1 日(水) 20:00〜21:30 

【科目名】生成 AI 活用の目的と基礎 

【概要】 

主要な 3大 AI ツール、ChatGPT、Claude、Gemini の特徴を比較し、日本語対応や

Google 連携などを把握する。最適なツールを使い分けることで、高品質なアウトプットを

生み出せるため、プロンプト作成では、AI に役割、コンテキスト、制約条件を明確に伝え

る方法を学ぶ。ChatGPT では、カスタム指示、メモリ機能の活用法を解説し、出力文章の

読解レベルや長さを調整するキャンバスモード、定期情報収集のスケジュール機能も実

演。Gemini では、インフォグラフィックでレポートを作成できる強みを活かし、生成コードを

Google サイトに埋め込んで資料をウェブサイトとして公開・共有する効率的な方法を実演

する。複数の AI ツールを組み合わせた活用戦略を紹介し、市場調査用の Perplexity を

活用し、ChatGPT に連携させて事業企画を作成する実践例を通して、ツール連携による

業務効率向上を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第 2 回】 講師：村上 大輔 

受講者数：77 名 

形式：リアルタイム配信・アーカイブ配信 

日時：2025 年 10 月 8 日(水) 20:00〜21:30 

【科目名】社内マニュアルの作成 

【概要】 

既存ルールのマニュアル化と新規マニュアル作成の 2種類のアプローチを解説する。

Felo の検索機能と AI スライド作成機能を活用し、テキスト情報を視覚的に分かりやすい

スライド形式に変換する方法を実践する。プロンプトの構成として、シンプルな指示でも効

果的なアウトプットを得るコツを紹介する。NotebookLM を使った情報の統合・整理手法を

学び、複数の資料を一元管理する方法を習得する。AI は知恵の勝負であり、1 つのスキ

ルを様々な業務に応用する視点が重要であることを強調し、自社のサービス説明や商品

説明、社内規定など、様々な場面への応用方法を考える。 
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【第 3 回】 講師：河原田 茉莉 

受講者数：70 名 

形式：リアルタイム配信・アーカイブ配信 

日時：2025 年 10 月 15 日(水) 20:00〜21:30 

【科目名】議事録作成の効率化 

【概要】 

AI 議事録ツールとして Notta、TLDV、Zoom AI コンパニオンの 3種類を比較し、日本語

対応、オフライン対応、コスト面などの観点から特徴を解説する。Notta はフィラー除去や

単語登録機能に優れ、TLDV は時間制限なしで多言語対応に強い点を紹介する。議事

録作成プロンプトでは、役割・目的・出力形式の 3要素を意識した設計方法を学ぶ。合意

事項と未合意事項の明確化、次のアクションの抽出など、実務で役立つ出力フォーマット

を実践する。さらに、営業スクリプトの比較分析による営業力向上、引き継ぎ資料の自動

生成、新人教育への活用など、議事録データの発展的な活用方法を紹介する。 

 
 

【第 4 回】 講師：河原田 茉莉 

受講者数：82 名 

形式：リアルタイム配信・アーカイブ配信 

日時：2025 年 10 月 22 日(水) 20:00〜21:30 

【科目名】社内ノウハウの集約 (GPTs 作成) 

【概要】 

GPTs の概念を解説し、ChatGPT がスマートフォンなら GPTs はアプリであるという位置

づけを理解する。GPTs で実現できることとして、質問対応チャットボット、文章作成ボッ

ト、業務特化型アシスタントなどの事例を紹介。GPTs 作成の 3 ステップとして、操作方法

の習得、プロンプトのカスタマイズ、オリジナル GPTs の構築を順に実践する。指示文の
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設計では、役割の付与、ルールの設定、知識データの読み込み、具体的な指示出しの方

法を学ぶ。実践演習として、パワハラ防止のための言い換えボットなど、実用的な GPTs

を作成する。GPTs のマネタイズ事例も紹介し、スキルを収益化する可能性を示す。 

 

 

【第 5 回】 講師：村上 大輔 

受講者数：63 名 

形式：リアルタイム配信・アーカイブ配信 

日時：2025 年 10 月 29 日(水) 20:00〜21:30 

【科目名】事業企画の作り方 

【概要】 

Perplexity の特徴として、参照元リンク付きで情報を提供する点を解説し、信頼性の高い

市場調査手法を学ぶ。中小企業の DX導入率など具体的なテーマで情報収集を実践す

る。収集した情報を ChatGPT に連携させ、事業企画を立案するワークフローを構築す

る。Gamma を使ったスライド自動生成では、Google ドキュメントとの連携機能を活用し、

テキスト情報から見栄えの良いプレゼン資料を作成する方法を実演する。ケーススタディ

として実在企業を題材に、競合調査から事業企画提案までの一連の流れを体験する。ツ

ール連携による業務効率化の可能性を実感する。 

 

 

【第 6 回】 講師：大内 結貴 

受講者数：71 名 

形式：リアルタイム配信・アーカイブ配信 

日時：2025 年 11 月 5 日(水) 20:00〜21:30 

【科目名】AI ライティング技術① 

【概要】 

Web ライティング市場の現状と、AI 活用によるコンテンツ制作の効率化について解説す

る。記事構成の基本として、導入部・本文・結論の適切な配分と、各パートの役割を学
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ぶ。H2・H3 見出しによる情報の階層化、読者の課題認識から解決策提示までの流れを

理解する。CTA ボタンの効果的な配置位置についても触れる。Perplexity を使ったキー

ワードリサーチと情報収集の実践を行い、収集した情報を ChatGPT に連携させて記事

の下書きを作成する。キャンバスモードを活用し、読解レベルの調整（幼稚園児〜大学院

レベル）や文章の長さ調整を実演する。 

 

 

【第 7 回】 講師：大内 結貴 

受講者数：63 名 

形式：リアルタイム配信・アーカイブ配信 

日時：2025 年 11 月 12 日(水) 20:00〜21:30 

【科目名】AI ライティング技術② 

【概要】 

前回作成した下書きをもとに、記事作成を一発で行える GPTs の構築手順を解説する。

GPTs の構成画面での設定方法、指示文の貼り付け、推奨モデルの選択、機能の有効

化について実践する。Claude を使った文章のブラッシュアップでは、日本語生成に優れ

た Claude の特性を活かし、AI 生成文章をより自然で読みやすい文章に仕上げる方法を

学ぶ。SEO強化のポイントとして、見出しの最適化、キーワードの適切な配置、読者の検

索意図への対応について解説する。ライティングの単価相場や、専門性を高めることに

よる収益向上の可能性についても触れる。 

 

 

【第 9 回】 講師：村上 大輔 

受講者数：55 名 

形式：リアルタイム配信・アーカイブ配信 

日時：2025 年 11 月 26 日(水) 20:00〜21:30 

【科目名】自動化システムの作り方② 

【概要】 

前回の一方向連携と双方向連携の違いを解説し、相互連携によって実現できることを具



41 

体例で示す。要件定義の重要性について、「足して 2 になる数字」の例を使って、曖昧な

指示が AI の出力を不安定にすることを説明する。要件定義を自動生成する GPTs の作

成手順を実践し、スプレッドシート連携に特化した指示文を構築する。在庫管理ボットの

構築では、在庫数の確認、在庫数の更新、最終更新日時の自動記録などの機能を実装

する。複数ユーザーからの更新にも対応するリアルタイム連携の仕組みを理解する。 

 

 

【第 10 回】 講師：河原田 茉莉 

受講者数：49 名 

形式：リアルタイム配信・アーカイブ配信 

日時：2025 年 12 月 3 日(水) 20:00〜21:30 

【科目名】AI 活用マーケティングとクライアント獲得戦略① 

【概要】 

Instagram の現在の位置づけとして、「同じ価値観の人と繋がる場所」というビジョンを解

説し、アルゴリズムの基本的な考え方を理解する。SNS マーケティングの全体フローとし

て、市場調査、競合分析、アカウント設計、テーマ選び、文章作成、デザイン、投稿、分

析、改善のサイクルを示す。DeepResearch を使った市場トレンドの調査を実践し、ターゲ

ット層の心理・行動分析を行う。3C 分析を Instagram に応用し、コンセプト、ターゲット、コ

ンテンツの 3要素を明確化する。ChatGPT を使った投稿文の作成では、ユーザーの検

索意図に応じた構成と表現を学ぶ。 

 

 

【第 11 回】 講師：河原田 茉莉 

受講者数：50 名 

形式：リアルタイム配信・アーカイブ配信 

日時：2025 年 12 月 10 日(水) 20:00〜21:30 

【科目名】AI 活用マーケティングとクライアント獲得戦略② 

【概要】 
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キャッチコピー生成では、リサーチ結果をもとにターゲット心理を分析し、専用 GPTs を活

用したタイトル案の自動生成を実践する。画像作成では、Imagen3 の思考モードを活用し

た高精度な文字入り画像生成と、Canva でのテンプレート活用やトレース技術を習得し、

統一感のあるデザインを効率的に制作する方法を学ぶ。競合分析として、発見欄の投稿

を ChatGPT で分析し、構図・色使い・フォントの傾向を把握してテンプレートに反映させる

手法を理解する。インサイト分析では、投稿データを AI に読み込ませるだけで課題抽出

と改善提案を得られる自動分析の仕組みを構築し PDCA サイクルを効率化する。 

 
 

【第 12 回】 講師：村上 大輔 

受講者数：45 名 

形式：リアルタイム配信・アーカイブ配信 

日時：2025 年 12 月 17 日(水) 20:00〜21:30 

【科目名】自動化ツールによる Gmail 自動返信システムの作成① 

【概要】 

n8n の特徴として、セルフホストによる機密情報の保護、高度な処理への対応力などを

理解する。基本的なワークフロー構築では、Gmail の受信をトリガーとし、AI エージェント

がメール内容を読み取って ChatGPT に指示を送り、生成された返信文を自動で下書き

保存する一連の流れを実装する。ChatGPT API の連携設定を行い、自社の営業時間や

会社情報などを正確に反映させる方法を学ぶことで、信頼性の高い自動返信システムを

実現する。エラー発生時の対処法や、ハルシネーションを防ぐ工夫や、AI アシスタント機

能を活用したトラブルシューティングの基本も習得する。 

 
 

【第 13 回】 講師：村上 大輔 

受講者数：57 名 

形式：リアルタイム配信・アーカイブ配信 

日時：2025 年 12 月 24 日(水) 20:00〜21:30 
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【科目名】自動化ツールによる Gmail 自動返信システムの作成② 

【概要】 

条件分岐の実装では、メール内容や送信者によって異なる対応を自動で振り分ける仕組

みを構築し、業務効率化とミスの削減を実現する。添付ファイルの自動保存機能を使い、

重要な書類を即座にクラウド上に整理・保管する流れを学ぶ。社内マニュアルを AI エー

ジェントに読み込ませることで、誰でも同じ品質の対応ができる仕組みを構築し、メール

以外のツールとの連携では、通知機能や自動レポート作成など、より広範な業務自動化

の可能性を探る。実務への応用例として、EC サイト運営、広告運用、社内ナレッジ管理

など、様々な業種・職種で活用できる、24 時間稼働の専用自動化システムの完成を目指

す。 
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【６】 リカレント教育・受講生アンケート調査 

【調査目的】 

本事業の①IT 利活用コース、②AI キャリアアップコースを受講した受講生について、受

講した後のカリキュラムの評価、授業の満足度、理解度をアンケート調査し、その分析を

行い、次年度のシラバス、教材、授業の実施構成についての検証をおこなう。 

【調査対象】 

受講生へのアンケート調査   

→IT 利活用コース：10 名 / AI キャリアアップコース：47 名  計：57 名 

【調査方法】 

受講生への Google フォーム等でのアンケート 

【調査項目】 

・リカレント教育授業の満足度、理解度  

・授業の内容、受講構成（時期、時間数、教員、教材、学習計画、形態、対面実施とリア

ルタイム型オンラインとアーカイブ等）について 

【分析内容】 

受講した後のカリキュラムの評価、授業の満足度、理解度をアンケート調査し、その分析

を行い、次年度のシラバス、教材、授業の実施構成についての検証をおこなう。 

【学び直し講座への反映】 

授業の時期、時間数、教員、教材、学習指導計画、形態等に反映する。対面形式、リア

ルタイム型オンライン、アーカイブについての理解度、利便性、需要希望など。 

 

◎IT 利活用コース 「社会⼈向けスキルアップ講座」最終アンケート (抜粋) 
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◎AI キャリアアップコース 「初心者歓迎！AI キャリアアップコース」最終アンケート  

(抜粋) 
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◎IT 利活用コース 「社会⼈向けスキルアップ講座」最終アンケート 分析 

【1. 年代】 

受講者の中心は 30 代〜40 代（計 60%）であり、中堅層が実務への直接的なフィードバッ

クを求めて参加している傾向が強い。また、20 代（20%）から 60 代（10%）まで幅広く分布し

ており、世代を問わず「観光×IT」への関心が高いことが伺える。 特に若手層（20 代）か

らは、自身の業務の軸を固めるための知識習得や、学生としての視点から高い満足度

が得られている。 

【2. 所属組織のカテゴリ】 

「DMO・観光協会」が全体の 50%を占め、地域観光の舵取りを担う組織からの参加が目

立つ。一方で、日本郵便やコンサルティング、陶器メーカーなど「観光関連以外の事業

者」や「観光関連事業者」も半数にのぼり、業種を超えたネットワーキングが形成されて

いる。 異業種交流が「アイデアのヒントを生む」との声もあり、多様なバックグラウンドを

持つ受講生が混ざり合う構成は、本講座の大きな強みとなっている。 

【3. 地域（都道府県）】 

熊本県内からの参加者が圧倒的に多く（60%）、次いで大分県（20%）、佐賀県、長崎県、福

岡県と続く。九州各県から満遍なく参加者が集まっており、地域密着型でありながら、オ

ンラインを活用することで広域な「九州観光コミュニティ」としての機能を果たしている。 

【4. 探究課題のアクション状況】 

「明日からアクションできる状態になった」と回答した受講生は 20%に留まるが、「アクショ

ンが明確になった」「課題探究が進んだ」を含めると 100%となり、全員が前進を実感して

いる。 特にゼミでの個別アドバイスが「明日からのアクションを意識できる状態」への後

押しとなっており、少人数制ゼミの効果が非常に高い。 

【5. 講座・ゼミの満足度】 

満足度は極めて高く、10 名中 9名が最高評価の「5」を付けている。 

評価ポイント: インプット（ゲスト講義）とアウトプット（ゼミ・発表）のバランスの良さ 、アー

カイブ配信による復習のしやすさ 、講師陣との距離の近さ。 

課題: オンラインでのゼミ時間に「もう少し対話の時間が欲しかった」という意見もあり、ア

ウトプットの時間をさらに確保する工夫が求められる。 

【6. 講義の構成・テーマ】 

事例をもとに詳細に解説した回など、具体的かつ実践的なビジネス構築手法が好評であ

った。 

【今後取り上げて欲しいテーマ】 

最新技術: AI による業務運用 、生成 AI の活用。 

観光戦略: インバウンド視点での日本の魅力、海外から見た観光 、地域の巻き込み・賛

同獲得のプロセス。 

【7. 授業形式と時間帯】 

形式: 「オンラインと対面のバランスが良い」との声が多いが、一部で「対面をもっと増や

してほしい」という熱心な要望も見られる。 

時間帯: 18:30〜20:30 の間が最も好まれ、仕事終わりに参加できる設定が適切である。 

講義時間: 1 時間 30 分を「適切」とする意見が大半を占める。 
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【8. 価格】 

「2 万 5 千円〜3万円未満」を適正とする意見が多く、現状の価格帯は概ね受け入れら

れている。 コンサルタントや事業者からは「お値段以上」「内容を考えると安すぎる」との

評価もあり、提供されている価値（豪華講師陣、フィールドワーク、ネットワーク）に対する

費用対効果は極めて高い。 

【9. 来年度の参加意向】 

全員が「参加したい」または「ぜひ参加したい」と回答。 「想像以上に内容が充実してい

た」「実務に活かせる」といった実利的な面だけでなく、「講師の熱意」や「受講生同士の

刺激」といったマインド面での満足度も継続意向に繋がっている。 

【10. 改善点・アイディア】 

運営面: Zoom 案内が届かないトラブルへの対策、欠席やカメラ OFF 時の連絡窓口の一

本化。 

内容面: 質問用チャットの設置、ゼミでのディスカッション時間の拡大。 

時期: 宿泊業者にとっては 8月や繁忙期のフィールドワークは参加が厳しいため、実施

時期の検討が必要。 

 

◎ AI キャリアアップコース分析報告 

【1. 年代】 

受講者の中心は 40 代〜50 代（計 61.7%）であり、次いで 20 代〜30 代（計 31.9%）と続

く 。社会人経験を積んだ中堅・ベテラン層が、生成 AI という新技術を既存業務に統合

し、生産性を向上させることを主目的として受講している 。 40〜50 代は管理職や経営

者層も多く含まれるため（全回答者の約 25.5%が経営者・役員） 、個人のスキルアップの

みならず、組織内での AI 導入やガバナンスに関心が高い。今後は、組織マネジメント層

向けの「AI 導入戦略」や、若手向けの「実務特化型」など、年代や役割に応じた深度 

の調整が満足度向上の鍵となる。 

【2. 所属組織・職種のカテゴリ】 

職種別では「営業・事務・企画系」が圧倒的に多く、全体の約 6割を占める 。一方で、福

祉・医療系や教育・研究職、専門職（士業等）からの参加も一定数見られた 。 事務系職

種からは「議事録作成や資料作成の効率化」で高い満足度が得られたが 、福祉・医療

系などの受講生からは「自分の職場では活かしにくい現実がある」との声もあり 、汎用

的なスキル提供だけでなく、職種別の具体的なユースケース提示の重要性が浮き彫りに

なった。 

【3. 地域（都道府県）】 

拠点である熊本県内からの受講者が約 25.5%と最も多いが、東京都（10.6%）、福岡県

（10.6%）、大阪府、兵庫県、鹿児島県など、全国広範囲からの参加が見られた 。 オンラ

イン形式を最大限に活かし、地方にいながら最先端の AI 知見を得られる機会として機能

している。 

【4. 受講方法】 

「リアルタイム参加が中心」が約 8割と高く、ライブ講義の双方向性が重視されている 。

一方で、仕事の都合でアーカイブを併用する層も一定数存在し、復習用としてのアーカイ
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ブ視聴はもはや必須のインフラとなっている 。 自由記述では「アーカイブを巻き戻して

何度も確認することで理解を深めた」という意見が多く 、視聴期間の延長を求める要望

も出ている 。 

【5. 講座について（満足度・推奨度）】 

講座全体への総合満足度は極めて高く、「満足」「非常に満足」が大多数を占める 。推

奨理由として「基礎から応用まで網羅的」「実務に即効性がある」ことが挙げられた 。 特

に NotebookLM や GPTs 作成などの実践的な回は「明日から使える」と評価が高い 。課

題としては、受講生間のスキル差があり、「初心者には進むスピードが早すぎる」という指

摘が散見される 。 
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【２】リカレント教育の広報と受講者募集 

■R7 年度に開催する IT 利活用コースの受講者募集を目的とし、団体・企業向けに HP

やパンフレット等のツールを作成し広報を行った。 

 

① リカレント教材 4 科目分の動画作成 

構成：紹介用ダイジェスト動画：4 本（各動画 5分間以内）取材を含む 

◎リカレント教育の情報発信 (4 科目分) 

各動画 3分以内で離脱が少ない尺で取りまとめ。 

全てにテロップと音声読み上げを挿入。 

講師インタビューはもちろん、参加者の声も取材を実施し、広報効果のある動画を作成。 

YouTube、また IICA サイト内でも閲覧可能。 

 

① 【地域観光×IT 活用実践プログラム】フィールドワーク 

https://www.youtube.com/watch?v=xh7BbT0PfXU 

②【地域観光×IT 活用実践プログラム】ゼミ紹介

https://www.youtube.com/watch?v=h3ZcoiLAZFA 

③【【AI キャリアアップコース】講座概要 

https://www.youtube.com/watch?v=u-QNpoxG-0s&t=3s 

④AI キャリアアップコース】講師の想い・受講生の声 

https://www.youtube.com/watch?v=jTaWqH96guw&t=11s 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② リカレント教育の情報発信 (HP 制作 修正) 

◎リカレント教育全体・IT 利活用コース・AI キャリアアップコース 

構成： TOPページ、事業概要、コース、シラバス、教材、授業の様子 

以下 URL の通り、WEB サイトを制作・修正。  

https://iica.jp/recurrent/ 

 

https://iica.jp/recurrent/
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③ リカレント教育受講生募集の情報発信 

◎募集告知WEB 情報発信 

WEB での受講生募集は、募集用サイトと SNS 広告で、年齢層や地域などターゲティング

をして広告を配信。 

IT 利活用コースは、6 月 17 日〜7月 10 日まで実施。対象エリアは九州。 
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AI キャリアアップコースは、8 月 20 日～9月 23 日まで実施。 

SNS、リスティング広告等のメディアミックス 3 本。静止画 5枚、動画 6本作成。 

AB テストを実施しながら、広告を運用した。 

 

 

◎Peatix での募集 

AI キャリアアップコース Peatix 申込ページ 

（https://iica-recurrentai2025.peatix.com/view） 

IT 利活用コース Peatix 申込ページ 

（https://iica-recurrent2025-full.peatix.com/view） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://iica-recurrentai2025.peatix.com/view
https://iica-recurrent2025-full.peatix.com/view


54 

◎募集告知用リーフレット 

リーフレットは以下の通り、作成。リカレント教育について、カリキュラム、受講条件などを

掲載。A4 ４ページのリーフレットとして 500 部作成。 

 

 

◎動画制作（5 分間程度、１本) 

事業全体の紹介動画は、以下のイデア IT カレッジ阿蘇の YouTube チャンネルでも確認

することが可能。学校長インタビューも盛り込み、本事業の趣旨などにも改めて触れ、5

分程度で全体理解ができる動画に編集。 

取材は、学校長・講師陣に実施。 

https://youtu.be/h8YiTsDYXkc 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://youtu.be/h8YiTsDYXkc
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【５】リカレント教育モデルセミナー開催 

【目的】 

本業務は、専修学校リカレント教育推進事業において、IT 利活用コース、IT エンジニアコ

ースのリカレント人材を養成することを目指す。本業務では、成果物を全国的に情報発

信していく手段として、「リカレント教育モデルセミナー」を開催し、広報活動を行う。 

【概要】 

成果物を全国的に情報発信していく手段として、「リカレント教育モデルセミナー」を開催

する。また、広報活動としてエキスポ等への出展を行う。 

【セミナー内容】 

広がれ！リカレント教育プログラム 

・対象：リカレントに関心が高い企業及び関心の高い社会人 

・時期：令和 7年 8月、令和 8年 2月、2 回・場所：熊本市内の会場 

・形式： セミナー：リアルとオンライン参加可能なハイブリッド方式 くまもと産業エキスポ

等への出展 

・定員：セミナー：50 人。出展：×1回 

・会場費、設営費、登壇者、司会の謝金 

【セミナー参加者募集告知・WEB 上での告知、申込受付】 

・配布資料作成、参加者アンケート集計 

なお、セミナー内容は本講座内容に合わせ、随時イデア IT カレッジ阿蘇様と協議し調整

を実施する。 

 

◎セミナー開催① 

タイトル：創業 100 年の老舗旅館が変えた DX で高める地域価値、現場から始める改革 

〜老舗旅館が変えた働き方と地域観光の未来〜 

【開催概要】 

日時：2025 年 7 月 3 日（木）19:00〜21:00 

開催形式：オンライン（Zoom 配信） 

参加費：無料（先着 100 名） 

申込数：20 名 

講師：株式会社陣屋 代表取締役 女将 宮﨑知子氏 

IT 利活用コースの募集前に実施し、本科生募集へ紐づく公開セミナーとして実施。 

本講座はオンラインがメイン講座であったため、開催をオンラインにしそのままお申込み

いただけるような動線設計を実施。 

 
(公開セミナー参加者の中から、7 名が本講座参加となった。) 



56 

◎当日の資料・様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎セミナー参加者募集告知（WEB 広告、参加者申込ページ） 

▼Meta 広告出稿画面：九州を中心に広告を出稿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼Peatix 申込ページ 
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◎セミナー開催② 

タイトル：超初心者向け 無料 AI セミナー 

【開催概要】 

日時：2025 年 11 月 1 日（土）14:00〜14:25 

開催形式：リアル（イデア IT カレッジ阿蘇 熊本県阿蘇郡南阿蘇村大字河陽 4518番地） 

参加費：無料 

参加者：7 名 

講師：イデア IT カレッジ阿蘇講師 廣瀬実華 

イデア IT カレッジ阿蘇がある南阿蘇での現地開催セミナー。 

リアル参加で AI を全く使ったことが無い方を対象とした、超初心者向けセミナー。 

今後、AI などの学びの機会へのハードルを下げ、リカレント興味醸成のために実施。 

 

◎当日の資料・様子・資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎セミナー参加者募集告知 

▼ポスターでの告知  

 



58 

◎アンケート結果 

セミナーを通して、学び意欲（リカレント）が向上。満足度・理解度も★５と高評価。 
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【4】リカレント教育部会の開催 

○事業を実施する上で設置する会議  

会議名 観光 IT リカレント教育部会 

目的・

役割 

業界団体・企業、行政、教育機関からなるメンバーで委員を構成し、本事業の

進捗に関するアドバイス、IT 利活用コース、 IT エンジニアコースのリカレント教

育のカリキュラム、シラバス開発、講座実施に関する助言をいただく。 

検討の 

具体的

内容 

・IT 利活用コース、 IT エンジニアコースのカリキュラムの全体方針への助言。 

・IT 利活用コース、 IT エンジニアコースの教材の開発支援。 

具体的に科目名、コマ数、担当、学習目標、科目内容、学習単位、事前学習

等。 

・今年度開催する講座実施の受講生への募集広報支援、受講者の理解度、進

捗管理、カリキュラムの効果検証の指標などへのアドバイス。 

委員数        １１人 委員数        年間 3 回 

 

観光 IT リカレント教育部会の構成員（委員） 

氏名 所属・職名 役割等 内

諾 

都道府 

県名 

旅

費 

１ 井手 修身 
学校法人イデア熊本アジア

学園  
 〇 

熊本県 

 

 

２ 永田 祐介 
熊本県旅館生活衛生同業

組合 
IT 利活用 〇 

熊本県 

 

〇 

３ 久保 尭之 
一般社団法人みなみあそ

観光局 
IT 利活用 〇 

熊本県 

 

〇 

４ 富山 孝治 
熊本県情報サービス産業

協会 
エンジニアコース 〇 

熊本県 

 

〇 

５ 田中 旬一 
学校法人せとうち日本 IT 

ﾋﾞｼﾞﾈｽｶﾚｯｼﾞ 
専門学校 〇 

 

岡山県 

〇 

６ 赤山 聖子 学校法人赤山学園 専門学校 〇 
熊本県 

 

〇 

７ 岩木 健 南阿蘇 IT バレー協議会 エンジニアコース 〇 
熊本県 

 

〇 

８ 北山 元 
黒川温泉観光旅館協同組

合 
観光 IT 利活用 〇 

熊本県 

 

〇 

９ 小野田 金司 大阪観光大学 観光 IT 利活用 〇 和歌山県 〇 

10 今村 新 
ＮＸ商事株式会社経営企画

部 DX推進室 
エンジニアコース 〇 

東京都 〇 

11 受島章太郎 
熊本県 デジタル戦略推進

課 

行政 

 
〇 

熊本県  
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第 1回 部会資料 
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【第 2 回 部会資料】 
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【第 3 回 部会資料】 
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【7】「注文式教育的な企業提携の仕組み」と継続的連携組織 

ⅲ）取組を効果的・効率的に実施するための工夫 

◎「リカレント教育に強い専門家の支援」 

本事業においては、既にリカレント教育の実績がある教育機関、企業の知見が重要であるた

め、2 人の専門家で招へいし、カリキュラムや情報発信についてアドバイスをいただいた。 

・小野田 金司氏 大阪観光大学～観光 IT 利活用コース 

・今村  新氏   ＮＸ商事株式会社経営企画部 DX推進室～エンジニア（AI）コース 

 

◎実践プログラムを踏まえた今後の方針 

◎IT 利活用コース 「社会⼈向けスキルアップ講座」 

1．ターゲット戦略の高度化 

・中心層である 30〜40 代中堅層に対し、「即実務活用型カリキュラム」を強化する。 

・20 代若手向けには「基礎＋実践導入編」、50〜60 代層には「戦略・意思決定視点」を補完す

る講座を設計する。 

 

2．受講者の半数を占める DMO・観光協会向けに「地域戦略実装モデル」を体系化 

・受講者の半数を占める DMO・観光協会向けに「地域戦略実装モデル」を体系化する。 

・講座修了者による地域横断型プロジェクト創出を促進する。 

・異業種参加という強みを活かし、観光×他産業連携モデルを事例化する。 

 

3．九州広域コミュニティの形成 

・熊本拠点と九州各県参加という強みを活かし「九州観光 DX ネットワーク」として発展させる。 

・年 1 回の対面講座を開催し、実践事例の共有と連携強化を図る。 

 

4．実践支援の強化（アクション移行率向上） 

・「明日から実行可能」層を 20％から 50％へ引き上げることを目標とする。 

・ゼミ内でのアクションプラン具体化ワークを標準化する。 

・小規模伴走支援プログラムの導入を検討する。 

 

5．アウトプット時間の拡充 

・オンラインゼミにおけるディスカッション時間を拡大する。 

・ブレイクアウトルーム活用を体系化する。 

・事前課題提出および当日フィードバック型運営へ発展させる。 

 

6．ハイブリッド形式の最適化 

・「オンライン中心＋戦略的対面開催」を基本設計とする。 

・フィールドワークは繁忙期を避けて実施する。 

・対面回はネットワーキング機能を明確に位置付ける。 

 

7．価格戦略 
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・現行価格帯（３万円程度）は適正であると判断する。 

・付加価値向上に伴う上位伴走プランを設計する。 

・法人向けパッケージ化を検討する。 

 

 

◎AI キャリアアップコース 今後の展開方針 

1．受講者層別カリキュラム設計 

・40〜50 代管理職層向けに「AI 導入戦略・ガバナンス講座」を新設する。 

・若手向けに「業務効率化特化型実践講座」を設計する。 

・経営者向け少人数制 AI 戦略ゼミを検討する。 

 

2．全国展開モデルの強化 

・地方×オンラインという強みを明確化する。 

・全国受講生ネットワークを形成する。 

・オンライン公開イベントを通じて認知拡大を図る。 

 

4．学習環境の高度化 

・アーカイブ視聴期間を延長する。 

・復習用教材を体系化する。 

・GPTs や NotebookLM 等のテンプレートを共有する。 

 

5．レベル差対応 

・事前スキルチェックを導入する。 

・初心者向け基礎講座を事前提供する。 

・中上級者向け発展課題を追加する。 

・ベル別ブレイクアウトセッションを導入する。 

 

6．実装・定着支援モデル 

・業務への実装までを支援する課題提出制度を設ける。 

・修了後コミュニティにおいて活用報告会を実施する。 

 

7．価格戦略 

・現行価格帯は安価であったと判断する。 

・約半分（６回）の講座で、５万円程度でも十分である。 

・付加価値向上に伴う中級クラスの伴走プランを設計する。 

・法人向けパッケージ化を検討する。 
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Ⅲ．事業全体としての発展の方向性 

・IICA を中心とした地域 DX人材育成モデルを確立する。 

・【観光×AI融合型人材育成拠点】としての地位を確立する。 

・「学び→実装→地域還元」の循環モデルを構築する。 

・九州発・全国展開可能な社会人リカレント教育モデルを提示する。 

 

 

◎R8 年度以降の具体的な取り組みについて 

◆次年度は自走フェーズと新たな検証へ移行していく！ 

➡個人負担・企業負担の自走プログラムを本格的に実施する 

➡一部は、アドバンスト・エッセンシャルワーカー業界・職種のリ・スキリングプログラムの検

証・実証を行っていく。 

 

◆地域観光×IT 活用コース 

  開催時期、業界・職種の再検討を行い、実施する。 

◆AI キャリアアップコース 

  難易度を初級・中級と分割し、参加者レベルを調整して実施する。 

  業界・職種別の AI キャリアアップコースの検討 
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（４）事業実施に伴う成果物（成果報告書を除く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【1】リカレント教
育・シラバス、教材の
開発

①IT利活⽤コース
シラバス案
8科⽬ 30時間
②ITエンジニアコース
シラバス案
10科⽬ 22時間
  合計16科⽬

◎IT利活⽤コース
【全体テーマ】「社会⼈向けスキルアップ講座 地域観光×IT活
⽤ 実践プログラム」
【構成】：①観光地域づくりの取り組み⽅について学ぶ教養科
⽬群、②観光DXについて学ぶ実務科⽬群、③阿蘇FWを通して学
ぶ実践科⽬群の3部構成
【科⽬数】：8科⽬ ⇒12科⽬
【授業形式と時間】：合計30時間
◎ITエンジニアコース
【全体テーマ】「⽣成AI×業務効率化 業務特化型⽣成AIモデル
開発⼊⾨」
【構成】：①⽣成AIの基礎科⽬群 ②⽣成AIの活⽤科⽬群 ③Dify
を⽤いたAIモデル企画科⽬群
 ④Difyを⽤いたAIモデル開発科⽬群の４部構成
【科⽬数】：8科⽬ ⇒10科⽬
【授業形式と時間】：合計22時間

【2】リカレント教育
の広報と受講者募集

・リカレント教育の紹介
HP、
  パンフレット制作
・リカレント教育の紹介
  動画制作 ３分間 ６本

①IT利活⽤コース、② ITエンジニアコースの業界団体、企業向
けにHPやパンフレット等のツールを作成し広報を⾏い、受講者
を募集する。
HP、パンフレット等制作、動画制作 ３分間 ６本、

【3】リカレント教
育・実証講座の実施

①IT利活⽤コース  8科⽬
・本科⽣  12⼈
・聴講⽣  28⼈合計40⼈
②ITエンジニアコース
・⼀部の公開講座を開催

①IT利活⽤コース業界・事業者と連携してリカレント講座を実
施する。
IT利活⽤コース  8科⽬ ⇒12科⽬
・本科⽣  12⼈⇒ 57⼈
・聴講⽣（部分の受講者） 28⼈⇒46⼈  合計40⼈⇒103⼈
②ITエンジニアコースは、⼀部の公開講座を開催して、次年度
への周知、開催につなげる。

【4】カリキュラム導
⼊調査業務

・宿泊業、エリア・マネジメ
ント業、
・観光系ITサービス業の企
業・団体
        計15件

企業・団体へのヒアリング   計15件
・リカレント教育導⼊の実態・理解、認識
・リカレント教育カリキュラムの内容（時期、時間数、教員、
教材、学習計画、形態）の関⼼度
・本事業のリカレント教育の関⼼度、従業員への受講度合い

【5】リカレント教
育・受講⽣アンケート
調査

受講⽣へのアンケート調査
（宿泊業、エリア・マネジメ
ント業、、観光業への転職希
望者）  計40件

・リカレント教育授業の満⾜度、理解度
・授業の内容（講師、講義内容、ワークの内容）・広報活動
（応募動機、経路）
・受講構成（時期、時間数、教員、教材、学習計画、形態。リ
アルタイム型オンラインとオンデマンド型e-ラーニング）につ
いて 40⼈⇒50⼈

【6】継続的連携組織
継続的な企業提携の仕組み導
⼊

＊専⾨学校と業界団体、企業等で、本事業の成果物が継続的な
利活⽤されるために、注⽂式教育的な企業提携の仕組みを導⼊
する。また、教育機関、企業・団体等に対して積極的にしてい
く。

令和6年度
（2年⽬）
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【1】リカレント教
育・シラバス、教材の
修正

①IT利活⽤コース シラバス
案19.5時間（FW9h＋講座・
ゼミ1.5h×5コマ＋課題発表
3h=19.5h）

②AIキャリアアップコース
19.5時間（1.5h/コマ×13コ
マ=19.5h）

◎IT利活⽤コース
【全体テーマ】「社会⼈向けスキルアップ講座 地域観光×IT活
⽤ 実践プログラム」
【授業形式と時間】：19.5時間（FW9h＋講座・ゼミ1.5h×5コ
マ＋課題発表3h=19.5h）

◎AIキャリアアップコース
【全体テーマ】「初⼼者歓迎！AIキャリアアップコース」
【授業形式と時間】：19.5時間（1.5h/コマ×13コマ=19.5h）

【2】リカレント教育
の広報と受講者募集

・リカレント教育の紹介
HP、パンフレット制作
・リカレント教育の紹介 動
画制作
 ３分間 ５本

①IT利活⽤コース、② AIキャリアアップコースの業界団体、企
業向けにHPやパンフレット等のツールを作成し広報を⾏い、受
講者を募集する。
＊HP、パンフレット等制作、動画制作 ３分間 ５本、

【3】リカレント教
育・実証講座の実施

①IT利活⽤コース 12⼈
②AIキャリアアップコース
40⼈
・合計 52⼈
・有償参加とする

①IT利活⽤コース 参加費：25,000円
 受講⽣ 13⼈参加
②AIキャリアアップコース：⼀般参加費：49,800円
  受講⽣85名（内有料参加29名：その他招待枠）
合計 受講⽣：98⼈

【4】リカレント教
育・受講⽣アンケート
調査

受講⽣へのアンケート調査
（宿泊業、エリア・マネジメ
ント業、、観光業への転職希
望者）  計20件

①IT利活⽤コース：回答者 10⼈：満⾜度 98%、
 課題探究度の満⾜度：9割、 リピーター度 100％
②AIキャリアアップコース：回答者 47⼈：満⾜度 87%
     スキルが向上した：97％、価格相当以上：81％、約84%が実
務効率UPに直結すると回答

【5】継続的連携組織
継続的な企業提携の仕組み強
化

＊業界団体、企業等に働きかけて、2つのコースを案内して、企
業側から社員を送り出すケースが多かった。今後も、リカレン
教育プログラムを精査して、企業負担のプログラム化を図って
いく。
・今回のリカレント⼈材部会は、産官学が連記した部会である
ため、今後も継続した組織体とする。

令和7年度
（3年⽬）
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◎事業実施によって達成する成果及び測定指標 

 
KPI（成果測定指標）  

単

位 

事 業 

開始

前 

令 和 

5 年度 

令 和 

6 年度 

令 和 

7 年度 

事業者側ニーズ調査の回答数

/社会人の学び直し調査 回答

数 

目標値 人 － 60/150 － － 

実績値 人  98/261   

達成度 ％  163%   

（上記 KPI の測定手法） アンケート調査の回収による回答数で測定 

 
KPI（成果測定指標）  

単

位 

事 業 

開始

前 

令 和 

5 年度 
令 和 

6 年度 
令 和 

7 年度 

リカレント教育 

 シラバスの開発 科目数 

目標値  － 14 － － 

実績値   16  21 

達成度 ％  114%   

（上記 KPI の測定手法） 開発したシラバスの科目数と時間で測定する 

 
KPI（成果測定指標）  

単

位 

事 業 

開始

前 

令 和 

5 年度 
令 和 

6 年度 
令 和 

7 年度 

リカレント教育 

 教材の開発 科目数 

目標値  － － 14 － 

実績値    12 21 

達成度 ％   86％  

（上記 KPI の測定手法） 開発したシラバスの科目に相当する教材数を測定する 

 
KPI（成果測定指標）  

単

位 

事 業 

開始

前 

令 和 

5 年度 
令 和 

6 年度 
令 和 

7 年度 

実証講座の実施 受講者数 

(聴講生数を含む延数) 

目標値   － 12(40) 52 

実績値    42(547) 98 

達成度 ％   350% 188% 

（上記 KPI の測定手法）受講生の数を本科生と聴講生に分けて測定する。 

 
KPI（成果測定指標）  

単

位 

事 業 

開始前 

令 和 

5 年度 
令 和 

6 年度 
令 和 

7 年度 

受講生の講座の理解度、その後の

活用度。5 段階４以上の割合度 

目標値  － － 60 70 

実績値    96% 90% 

達成度 ％     

（上記 KPI の測定手法）受講後直ぐと半年後アンケート調査で測定。講座の理解度と職場での活用度を

5 段階で評価した際、４以上の割合度で比較測定する。 

 
KPI（成果測定指標）  

単

位 

事 業 

開始前 

令 和 

5 年度 
令 和 

6 年度 
令 和 

7 年度 

企業・団体へのリカレント教育への評

価調査。5 段階４以上の割合度 

目標値  － － 60 70 

実績値     80 

達成度 ％     

（上記 KPI の測定手法）企業・団体へのリカレント教育への評価をアンケート調査で行い、必要性、重要

性を 5 段階４以上の割合度で測定する。 
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